








































































































































































































































1 回から1939年 2 月の第 6 回までの前半を主



























































































































































































































































































































































































































































































































































































カルメ ノ ツクリカタ 瀧上隆
カルメツクル時ハ、一トウハジメ アカ
ザトウ ト オユ ヲ イレルンダケド
オサジデ ハカッテ イレルノデス。ソ




オゼンノ上ヘ ノセテ シロイコナ ヲ
ボウヘツケテ カキマハスト ブット
フクラムンダヨ59）。
なお『女教師の記録』には、子どもの手紙
のほかに、教師や親の手紙も収録されている。
平野から子どもに宛てた「四十九人の坊や達
へわかってもらいたいこと」「太陽の子供ら
へ」、平野から母親たちに宛てた「子供の叫
び考えよう」といった文章も手紙である。母
親から子どもたちに宛てた「太陽の子供たち
へ」、寒川から子どもたちにあてた「大きく
なれ強くなれ」などの手紙も掲載されている。
平野の学級の綴方の第三の特徴は、二人称
で語りかける文体に指摘できる。固有名の宛
先を持つ手紙であるということを鑑みても、
子どもたちの文体は話し言葉に近い。次の綴
方は『かたらひ』に掲載された「お誕生を祝
う綴方」である。
金井さんへ 佐竹培
金井さんおめでとう。君は二十八日に生
れたのね。僕の文よんだら君は大笑いす
るでしょうね。君も僕のお誕生の時はか
いてちょうだいね。僕は、大正十五年六
月六日生れなのよ。／金井さんは、四月
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二十八日だね。僕はちゃんといつまでも
おぼえてるよ。四月二十八日のお誕生祝
うれしいね。金井さんいいかおして来な
ね。……（後略）60）。
「僕」は「金井さん」に繰り返し語りかけ
ている。文末は「ね」という呼びかけの言葉
である。「僕の文よんだら」「お誕生祝いうれ
しいね」といった助詞の省略や「おぼえてる
よ」「来なね」といった字句の省略が口語的
である。
興味深いのは、このような語りかけの文体
が平野にも共有されている点である。同じ
『かたらひ』に掲載された「四月の金魚ばち」
という短文を参照しよう。
皆がお休みしている中に、金魚ばちをき
れいにしておいたよ。皆が今度は何をそ
だてようと思ってるかしらなんて考えな
がらね。何をそだてようね。見ましょう
かね。／皆のお友達の蛙か。ぽんと大き
なおなかのやぶれた蛙にしようかね。…
…（後略）61）
平野の文章も「皆」に語りかけるものとな
っている。文末は「ね」が多用され、「何を
そだてようね。見ましょうかね」といった口
語的なリズムを持っている。
声と文字の往還、固有名の宛先を持つ手紙
文、そして口語的な文体という三つの特徴は、
平野の教室において書字が対話の媒体として
機能していたことを明確に伝えている。
──おわりに
本稿では、『綴る生活の指導法』の成立過
程を、国分一太郎と平野婦美子の綴方教育の
展開に即して検討した。平野の名前で出版さ
れた同書は、実際には国分と平野の共著であ
る。国分が全体を構成、平野の実践を参照し
つつ二人で執筆したと考えられる。
このような共同作業を可能にしたのは、二
人の綴方教育が対話的であるという特徴を共
有していたからである。国分は級友に対して
実用的な内容を伝える実践的な綴方を「教え
てくれる綴方」と呼び熱心に実践した。彼は
そこに、子どもたちの話し合いを通したより
よい生活の生成を期待していた。平野は市川
小学校の教育研究を背景として、教師と子ど
もと親のつながり、協同的で互恵的な教育の
関係の構築を求めていた。彼女の綴方教育は、
その対話の実践の中に、人間関係の媒体とし
て位置付いていた。
しかし対話的な教育の系譜をひく二人の綴
方教育は、違いもまた大きい。北方性教育運
動が興隆する中で、国分の綴方教育には、
「万人」に伝わるように書くという主題が登
場していた。ここでは、宛先のある綴方とい
う特徴は保持されているものの、その宛先が
「万人」へと抽象化し、伝わるということが
具体的な実践ではなく言語の水準において問
題化されている。原稿用紙の使い方を訓練し、
文法上の誤りの修正を練習するという綴方教
育は、皮肉なことに実際の対話から最も遠ざ
かっているように見える。
それに対して平野の綴方教育は、あくまで
も具体的な人間関係に埋め込まれていた。な
ぜだろうか。最も重要なのは、彼女にとって
は子ども、教師、親の互恵的な学び合いの関
係の構築こそが教室経営の主題だったという
事実である。彼女が実践していたのは、「綴
る生活」の指導法というよりは、つながるた
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めの言語教育だった。
国分における「万人」に伝わる書字教育の
構想は、むろん実際には「万人」に開かれた
ものではなかった。彼のいう「万人」が日本
語使用者を意味していたことは、戦後に彼が
正しい日本語、美しい日本語の教育を提唱し
た際に顕在化する。その言語の単一化への志
向を内包する言語教育の思想は、戦後の作文
教育および国語教育において、主流の一つを
構成することとなった。それに対して平野の
綴方教育は、生活綴方における対話の教育の
系譜がとりえたかもしれないもう一つのかた
ちを示唆しているのではないだろうか。
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